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＜連絡事項＞
・1月から主治医及び診察日が変更となります。
＜患者様連絡事項＞
・上野　一夫様～昨日23：30深澤Dr死亡確認し、退院となる。
・清川　いし様～排便-3日の為、センナリド2T　1日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～時間隔離中。自室で過ごしている事が多く、悲観的な発言や妄想発言なく経過。早期に処遇が改善できるように介入していく。
＜要注目患者様＞
・立花　圭様～お母様の面会がないことで不満を訴え怒鳴ることはあるが、明日お母様が面会予定であることを説明。「殺してやりたい」と訴える事はあるが、傾聴にて落ち着いている。頓服の希望は聞かれない。他者トラブルとならないよう注意していく。

・西村　キン子様～徘徊続いており、声掛けへの返答は要領を得ない。食事・服薬への拒否見られるが、時間を置いて対応する事で応じることは出来ている。
・田嶋　兼雄様～食事は1/4摂取。体温は35.0℃と低いが酸素飽和濃度の低下なし。全身浮腫著明で、毛穴からの浸出液や体交時の喘鳴あり。点滴の自己抜去はあるが、介入への抵抗や暴言は無い。
・清川　いし様～臥床傾向で過ごすが、食事の拒否はない。悲観的発言はなく経過している。
・若松　千代司様～バイタルサイン異常無し。点滴スタンドを倒す行動みられるが、配置を工夫することでトラブル無し。スタッフコールあり排便の訴え頻回。
・辻浦　幸子様～気に入らない事があると不貞腐れる事はあるが、食事・服薬は出来ている。後ろ向きに歩きぶつかる様子見られる為、見守り行っている。
＜皮膚科診察情報＞
・辻浦　幸子様～持参薬のアクアチムクリームに代わり、ナジフロクリーム10ｇ2本処方となる。
・猪石　和宏様～処置継続。テルビナフィンクリーム1本処方。
・木村　格治様～処置継続。デルモゾ―ルDP軟膏2本、テルビナフィンクリーム1本処方。
・池野　功一様～処置継続。両下肢の皮膚乾燥あり、保湿クリーム塗布の指示あり。
＜新入院患者様　情報＞
氏　　名：和田　みよ子（わだ　みよこ）様

　生年月日：昭和8年1月1日　84歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　性　　別：女性

　病　　棟：東病棟合併症

　入院形態：医療保護

　主治医　：深澤Dr(入院時：田名部Dr)

（経過）

　11月7日初診。現在は、小規模多機能事業所のサービスを利用中。

就寝前の薬剤は自己管理の希望が強いが、服薬忘れが多く自己管理は不可能な状態である。興奮やこだわり、過度な要求は持続しており、徘徊も残存している事から施設対応が困難。薬剤調整中であり、症状改善ない場合は入院検討していた。

12月26日朝、小規模多機能型管理者より電話あり。ここ数日37度代の発熱あり。帰宅要求も強く拒否や苛々感が増強しているため、入院の希望あり。身体的な診察は26日生協診療所へ行きCRP4.95、Na145、咳嗽症状などない事から尿路感染ではないかと点滴1本施行し施設へ戻られている。施設では服薬を拒否することあるが、何とか服用はしていると。夜間も眠剤服用にて入眠はするが、3時頃覚醒してしまう状況にあるとのこと。施設での対応困難で、長男様からも入院希望聞かれた事から、12/28　15：52東病棟合併症室へ医療保護入院となる。
【備考】
・LTセットBプラン・オムツプラン②契約
